
第
1回
　
高
城
こ
ど
も
園
入
園
式

議
会
だ
よ
りみ

べ
な

■
令
和
６
年
3月
定
例
会
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…2~

10

■
一
般
質
問
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11~

18

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会
レ
ポ
ー
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
19

■
町
内
あ
れ
こ
れ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
20

V
O
L
.7
4

3
月
議
会

令
和
6年
5月
発
行



３月定例会のあらまし

令和６年度当初予算 総 額140億8,891万円
●一般会計／88億200万円（前年比＋6億5,100万円）

普通建設
事業費

物件費

人件費

繰出金

公債費

補助費等

扶助費

積立金

投資及び
出資金

維持補修費

予備費

13.7 億円

12.3 億円

15.9 億円

14.6 億円

14.1 億円

12.9 億円

5.4 億円

5.3 億円

11.4 億円

10億円

15億円

14.1 億円

8.8 億円

8.3 億円

1億円

9,300 万円

2.2 億円

1.6 億円

1,000 万円

1,000 万円

990万円

1,350 万円

地方交付税

町税

町債

国庫支出金

繰入金

地方消費税
交付金ほか

県支出金

諸収入

寄附金

使用料及び
手数料

財産収入

分担金及び
負担金

34.5 億円

33.5 億円

13.2 億円

14.6 億円

5.4 億円

6.0 億円

9.1 億円

7.8 億円

9.6 億円

5.7 億円

6.7 億円

5.6 億円

4.3 億円

3.8 億円

1.9 億円

1.7 億円

2.0 億円

1.5 億円

8,524 万円

8,836 万円

1,400 万円

1,545 万円

394万円

442万円

令和６年度 令和５年度

歳 入歳 出

89 億 6,400 万円

86 億 6,900 万円

平成30年度 令和元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 

86 億 8,500 万円

80 億 7,000 万円
81 億 5,100 万円

88 億 200 万円

88 億 3,900 万円

一般会計当初予算額の推移 一般会計の予算は前年に比べ、6億5,100万円の増
加となっています。増額の主なものとして普通建設
事業費の上南部中学校管理棟改修工事、物件費は各
種計画策定業務、電算システム標準化、選挙事務費
などです。人件費の増額の要因としては、会計年度
任用職員勤勉手当、人事院勧告等によるものです。
歳入については町民税等が減額する見込みで、自
主財源の割合は31・７%と見込んでいます。

※金額については端数をカットし表記しています。

みなべ町議会だより P2



３月定例会のあらまし

令和６年度当初予算 総 額140億8,891万円

後期高齢者医療介護保険国民健康保険

3.4億円3.6億円

16.3億円16.5億円
17.7億円17.5億円

●特別会計／総額37億7,523万円
 （前年比―1,344万円）

令和６年度

令和５年度

●水道事業会計
 4億7,508万円 （収益的支出＋資本的支出）

●下水道事業会計
 10億3,659万円 （収益的支出＋資本的支出）

令和5年度

4.1億円

令和6年度

4.7億円

令和5年度令和6年度

11.1億円10.3億円

特別会計の総額は前年と同程度の予算と
なっています。水道事業会計の増額は、給
水車の購入や送配水施設整備費が主なものと
なっています。
下水道事業会計では、新規の予算として、
し尿・浄化槽汚泥受入検討業務委託料が計上
されていますが、減価償却費の減額が大き
く、前年に比べて7,728万円の減額となってい
ます。

みなべ町議会だよりP3



令和６年3月定例会

新規

みなべ町合併20周年を記念して、東京都
内を運行する２階建てロンドンバスに梅の
PRラッピングを施し、5月31日～6月30日
のうち25日間運行する予定です。（詳細は
裏表紙の町内あれこれをご覧ください）

８００万円

梅 PR ラッピングバス運行

昨年運行したバス

新規

結婚新生活に係る支援の補助金です。
★対象者
・令和6年1月1日から令和7年3月31日まで

の間、婚姻の届け出をし、継続している。
・婚姻の届け日は夫婦ともに39歳以下である。
・夫婦の所得は合算して500万円未満であ

る世帯。（詳細は政策推進課窓口まで）

現給水車は購入から28年経過して老朽化
していることや、県の補助金（補助率１
/2）が受けられるため、新たに購入するも
のです。大規模災害時の断水や普段の漏水
工事に備えます。

300万円 2,500万円

結婚新生活支援補助金 給水タンク車購入

注目予算のピックアップ

現給水車

新規

新規

1億6,000万円
令和７年の高城中学との統合を見据えて

の改修工事です。主な内容は、職員室の増床
および内装全面改修、体育館への渡り廊下
整備、技術教室棟、金工室の美術教室への
改修、美術教室の特別支援教室への改修で
す。これは特別支援教室を２部屋確保するた
めです。金工室は今後とも使用しません。

上南部中学校改修工事

みなべ町議会だより P4



令和６年3月定例会

継続

令和4年度より新たに創設された個別補助
事業を活用し行う工事です。

幅員５ｍで、延長100mの道路改良を年度
内完成に向けての工事となります。

1億5,720万円

町道名の内線改良工事

注目予算のピックアップ

継続

みなべ町合併20周年にあたり、町内の取扱
店で利用できるお買い物券（町民一人当たり
5,000円分）を、8月中を目処に全世帯に配布
する予定です。

6,000万円

お買い物券配付

新規

漁港機能保全計画に基づく保全工事の費
用です。

堺漁港の本港と西港のしゅんせつ工事を
行います。

1億8,000万円

堺漁港しゅんせつ工事

継続

住宅20戸分（5戸増）で、住宅は上限60
万円、倉庫は上限30万円です。補助率は解
体処理工事費の3分の2となります。
★受付期間

令和6年5月7日～12月20日

1,200万円

空き家解体処理費補助金

みなべ町議会だよりP5



条
例
改
正

み
な
べ
町
課
設
置
条
例
の
改
正

Q
「
政
策
推
進
課
」
の
業
務

内
容
、
職
員
数
、
課
の
場
所
は
。

A
業
務
は
、
長
期
総
合
計
画
、

総
合
戦
略
、
移
住
・
定
住
、
ふ

る
さ
と
寄
附
、
町
有
地
の
利
活

用
等
を
考
え
て
い
ま
す
。
職
員

数
は
６
名
、
場
所
は
総
務
課
の

一
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Q
「
政
策
推
進
課
」
の
今

後
の
方
向
性
は
。

A
企
画
や
政
策
を
重
点
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
の
検
証
や

検
討
、
各
課
と
の
調
整
、
支
援

を
行
う
専
門
セ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
設
置
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

一
般
会
計
予
算

総
務
課

み
な
べ
町
結
婚
新
生
活
支
援
補

助
金　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

Q
補
助
の
内
容
や
対
象
者
は
。

A
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
結
婚
し
、
夫
婦
と
も
に
年
齢

が
39
歳
以
下
、
か
つ
世
帯
所
得

が
５
０
０
万
円
未
満
の
世
帯
が

対
象
。
対
象
と
な
る
費
用
は
、

住
宅
家
賃
と
引
っ
越
し
費
用
で

す
。

　

補
助
の
上
限
は
夫
婦
と
も
に

29
歳
以
下
な
ら
、
60
万
円
、
そ

れ
以
外
の
場
合
は
30
万
円
に
な

り
ま
す
。
み
な
べ
町
内
に
住
む

こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

総
務
課

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委

託
料　
　
　
　
　

５
６
０
万
円

Q
地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
招
く
こ
と
に
つ
い
て
、

町
は
何
を
期
待
し
て
い
る
の
か
、

誰
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
願
い

す
る
つ
も
り
な
の
か
。

A
世
界
農
業
遺
産
を
核
と
し

た
地
域
づ
く
り
、
未
来
都
市
の

在
り
方
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
大
学
教

授
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

　
健
康
長
寿
課

妊
婦
健
康
診
査
委
託
料　
　
　

５
３
２
万
円

Q
妊
婦
健
康
診
査
の
内
容
、

何
人
分
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

A
エ
コ
ー
検
査
、
血
液
検
査
、

感
染
症
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

65
名
分
14
回
の
健
診
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

み
な
べ
町
出
産
育
児
応
援
金

	

６
０
０
万
円

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

	

６
２
５
万
円

Q
み
な
べ
町
出
産
育
児
応

援
金
A
、
出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
B
の
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
を
も
う
少
し
詳
し
く
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
A
は
町
単
独
事
業
で
、

出
産
さ
れ
た
お
子
さ
ん
の
保
護

者
に
対
し
て
10
万
円
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

　

B
は
国
の
事
業
で
、
妊
娠

さ
れ
た
ら
５
万
円
、
出
産
さ
れ

た
ら
５
万
円
、
ト
ー
タ
ル
10
万

円
を
支
給
し
ま
す
。

A
B
合
わ
せ
て
20
万
円
を
支

給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
利
用
料

２
６
万
円

Q
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

ア
プ
リ
「
母
子
モ
」
（
ぼ
し

も
）
の
内
容
に
つ
い
て
も
う
少

し
詳
し
く
聞
き
た
い
。

A
母
子
手
帳
の
機
能
が
あ

り
、
妊
娠
中
か
ら
出
産
、
乳
幼

児
健
診
、
予
防
接
種
等
の
記
録

を
管
理
し
ま
す
。

　

今
後
、
み
な
べ
町
版
の
「
母

子
モ
」
を
作
成
し
ま
す
。

令和６年3月定例会

写真提供：世界農業遺産協議会
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令和６年3月定例会

産
業
課

病
害
虫
防
除
対
策
事
業
補
助
金

１
６
２
万
円

Q
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ

リ
対
策
と
し
て
抜
根
・
伐
採
へ

の
補
助
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
事
前
防
除
の
新
し
い
薬
剤

な
ど
に
補
助
金
は
使
え
な
い
の

か
。A

ク
ビ
ア
カ
対
策
で
は
、
被

害
樹
の
伐
採
・
伐
根
に
町
及
び

県
の
補
助
金
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
フ
ラ
ス
の
発
見
に
は

農
業
士
会
へ
の
補
助
金
か
ら
懸

賞
金
が
出
ま
す
。
新
薬
剤
に
つ

い
て
は
未
開
発
の
部
分
も
あ
り
、

現
状
で
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

う
め
課

ラ
ジ
オ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

９
９
０
万
円

Q
長
年
続
け

て
き
た
ラ
ジ
オ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
効
果
を
疑
問

視
す
る
声
も
あ

る
。
こ
れ
は
、

ど
う
い
う
ね
ら
い
か
、
ま
た
そ

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
想
定
は
。

A
ラ
ジ
オ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

合
併
前
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。

年
間
１
０
０
０
本
あ
ま
り
を
全

国
に
流
し
て
き
た
自
信
も
あ
り
、

も
う
一
年
は
実
施
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
長
く
や
り
続
け
る
こ

と
で
新
た
に
若
い
層
が
こ
の
番

組
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
も
期
待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

堺
漁
港
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

１
億
８
，
０
０
０
万
円

Q
漁
港
の
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事

で
、
水
分
を
多
く
含
む
し
ゅ
ん

せ
つ
土
を
直
接
ナ
デ
オ
地
区
に

持
っ
て
行
く
の
か
。
そ
れ
と
も

一
旦
仮
置
場
で
干
し
た
後
に
運

ぶ
の
か
。

A
し
ゅ
ん
せ
つ
に
あ
た
っ

て
は
、
事
前
に
海
底
の
土
壌
を

検
査
し
問
題
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
工
事
に
か
か
り
ま
す
。

し
ゅ
ん
せ
つ
土
の
仮
置
は
、
堺

漁
港
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
ナ
デ
オ
地

区
へ
搬
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
セ

メ
ン
ト
混
入
な
ど
の
処
理
も
想

定
さ
れ
ま
す
。
実
態
を
踏
ま
え

て
対
応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
学
習
課

上
南
部
中
学
校管

理
棟
改
修
工
事

１
億
６
，
０
０
０
万
円

Q
改
修
工
事
費
用
の
う
ち

管
理
棟
大
規
模
改
修
部
分
と
そ

の
他
既
設
部
分
の
工
事
費
の
内

訳
は
。

別
棟
の
技
術
教
室
棟
で
、
従

前
の
金
工
室
が
美
術
教
室
に
変

わ
る
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
理

由
に
よ
る
か
。

A
管
理
棟
の
大
規
模
改
修
で

１
億
円
あ
ま
り
、
既
設
本
校
舎

の
改
修
で
３
，
０
０
０
万
円
あ

ま
り
、
技
術
棟
の
改
修
で
２
，

０
０
０
万
弱
ほ
ど
見
込
ん
で
い

ま
す
。

美
術
教
室
が
移
動
す
る
の
は
、

統
合
後
を
見
す
え
新
た
に
特
別

支
援
教
室
を
２
部
屋
造
る
た
め

で
す
。
一
方
、
技
術
家
庭
科
で

は
金
工
領
域
を
扱
わ
な
く
な
っ

て
お
り
、
こ
の
教
室
を
美
術
室

に
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

日
本
体
育
大
学

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業

１
３
８
万
円

Q
こ
の
事
業
の
趣
旨
は
何

か
。
派
遣
対
象
や
人
数
、
そ
の

選
考
方
法
は
。

A
大
学
で
は
、
栄
養
学
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
や
け
が
を
し

た
場
合
の
対
応
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
全
般
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

い
ま
す
。

対
象
は
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て

い
る
中
学
１
・
２
年
生
で
25
名

を
予
定
。
各
校
を
通
じ
て
希
望

者
を
募
り
、
こ
れ
ま
で
そ
の
全

員
を
派
遣
し
ま
し
た
。

生
活
環
境
課

給
水
車
購
入

２
，
５
０
０
万
円

Q
給
水
車
の
新
規
購
入
で
、

古
い
方
の
給
水
車
は
廃
棄
す
る

の
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
給
水

車
は
年
に
何
回
ぐ
ら
い
出
動
し

て
き
た
の
か
。

A
旧
車
は
ま
だ
使
え
る
の

で
、
当
面
は
２
台
体
制
を
考
え

て
い
ま
す
。
出
動
状
況
は
、
最

近
で
は
和
歌
山
市
の
水
管
橋
の

落
下
に
と
も
な
う
支
援
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
普
段
で
も
漏
水
工

事
の
際
な
ど
に
年
３
回
程
度
使

用
し
て
い
ま
す
。
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令和６年3月定例会

　令和６年度から令和８年度の65才以上の方の介護保険料が、従来の9段階から下記の１３段
階になります。

これは介護費用が増え続ける中、持続可能な仕組みをつくるために、厚生労働省が令和６年
度から、65歳以上の高齢者が支払う介護保険料について、年間所得が420万円以上の高齢
者を対象に引き上げることを決定したことによるものです。一方、所得が低い高齢者の介護保
険料は減額されます。

水道料金は令和７年1、2月の使用分から、下記の通り改定されます。
改定の理由は、津波対策のための浄水場の高台移転や配管の更新に大きな予算が必要なこと、また給水人口の減

少、宿泊客の減少、節水型機器の普及等を要因とする赤字を解消するためです。

段階 所得区分 旧介護保険料（円）新介護保険料（円）

第１段階
本人が生活保護受給者
世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金受給者
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が80万円以下

41,850 38,160 

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が80万円超120万円以下 62,775 57,456 

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金
収入額が120万円超 62,775 57,876 

第４段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税
で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円以下 75,330 75,492 

第５段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが本人は住民税非課税
で、前年の合計所得金額＋課税年金収入額が80万円超 83,700 83,880 

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円未満 100,440 100,656 
第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が120万円以上

210万円未満 108,810 109,044 

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が210万円以上
320万円未満 125,550 125,820 

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が320万円以上
（令和６年以降は、420万円未満） 142,290 142,596 

第10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が420万円以上
520万円未満 159,372 

第11段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が520万円以上
620万円未満 176,148 

第12段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が620万円以上
720万円未満 192,924 

第13段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が720万円以上 201,312 

みなべ町介護保険条例の一部を改正

みなべ町給水条例の一部を改正

176円

275円
6,160円

みなべ町議会だより P8



令和６年3月定例会

補正額 項　　目 主な内容 総　　額

1億3,550万円

企画総務費
地域づくり基金費
臨時特別給付金費
商工総務費

学校管理費

ふるさと応援寄附金関係費	 1,980万円
地域づくり基金積立金	 1,770万円
物価高騰重点支援給付金	 1,850万円
国民宿舎紀州路みなべ本館・別館
　空調設備改修工事費	 2,090万円
上南部中学校仮設管理棟建築工事費	 5,000万円

94億　17万円

令和６年　第１回臨時会（1月）

令和６年　第1回定例会（3月）

令和5年12月末時点で、当初予算額1億5,000万
円を超え、寄附金額が4,000万円増と見込まれます。
それにともなう返礼品1,440万円、ポータルサイト
手数料540万円の増額です。

ふるさと応援寄附金関係費
1,980万円1P

IC
K 

UP

県営砂防事業の負担金で、内訳は国補助の急傾斜地崩壊対策事業6地区計456万円と、県補助
の災害緊急がけ崩れ対策事業１地区45万円です。

河川総務費　負担金　501万円

改修箇所は、本館１階ロビー付近、別館客室及
び廊下です。

塩害による室外機等の故障が多く、また機能し
ていない機器もあるため更新します。工事期間は、
塩害仕様で調達に時間がかかることから全額を繰
り越し、本年7月の休館時に整備予定です。

国民宿舎紀州路みなべ本館・
別館空調設備改修工事

2,090万円
3P

IC
K 

UP

改修工事の期間中、仮設の管理棟が必要です。1
年間のリースを予定していて、それにともなう建築
等の関連工事となっています。3月に工事発注し、工
期は4月からの3か月を予定しています。

上南部中学校仮設管理棟
建築工事費　　　5,000万円

4P
IC
K 

UP

電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を
踏まえ、令和5年度において、住民税均等割のみ課
税された世帯に10万円を給付します。また、住民税
非課税世帯と住民税均等割のみの課税世帯で、18
歳以下の児童を養育している場合は、児童1人に5万
円の追加給付を受けることができます。内訳は、均
等割のみの課税世帯を50世帯、子育て分として270
人を予定しています。

物価高騰重点支援給付金
1,850万円

2P
IC
K 

UP

補正額 項目 主な内容 総　　額

876万円

保育所及びこども園費
河川総務費
学童保育所管理費

会計年度任用職員報酬	 144万円
負担金	 501万円
会計年度任用職員報酬	 230万円

94億　894万円

注目予算をピックアップ
補 正 予 算令和５年度 一般会計

1P
IC
K 

UP
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令和６年3月定例会

「政策推進課」の設置
第1回定例会（３月）において、新たに「政策推進課」
が設置され、令和６年４月１日からスタートしました。
Q   「政策推進課」とは？
A   主要な施策を推進していく業務を担います。
長期総合計画、空き家問題、人口減少問題
等、町の重要課題について、住民の声を聴き
ながらみなべ町の将来像を関係各課と模索、
協議を重ね、住んでよかったと思える町づく
りを推進します。

3月のトピック

４
月
の
人
事
異
動
で
事
務
局
長
と

し
て
議
会
事
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
選
ば
れ
た
議

員
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
下
、
適

正
な
業
務
執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。宮

みや

﨑
ざき

明
あき

弘
ひろ

 局長

自
治
功
労
者
表
彰

（
町
村
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上

在
職
し
功
労
が
あ
っ
た
者
）

議
会
事
務
局
長

就
任
あ
い
さ
つ

今
回
、
自
治
功
労
者
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
多
く
の
み
な
さ
ま
の

ご
支
援
の
賜
物
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
べ
町
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

原
はら

田
だ

　 覚
さとる

 議長

令和6年度から新たに「政策推進課」が誕生！

みなべ町議会だより P10



一般質問

質問 能登の教訓 孤立化への備えとは
答弁 町自身が「自助」として役立ちたい

防　災 玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

質
問　能

登
半
島
地
震
で
は
、

被
災
地
が
細
長
い
半
島
の

先
端
だ
っ
た
た
め
「
孤
立

化
」
と
い
う
事
態
が
起
き

た
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震

で
の
被
災
範
囲
の
広
さ
を

考
え
れ
ば
、
県
や
国
の
支

援
が
い
つ
届
く
か
心
も

と
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

我
々
は
自
分
た
ち
で
何
と

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
地
震
を
踏
ま
え
、

町
の
防
災
の
在
り
方
に
つ

い
て
そ
の
基
本
的
な
考
え

方
に
何
ら
か
の
転
換
や
変

更
を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　能

登
地
震
で
は
、
孤
立

集
落
が
多
く
発
生
し
救
助

や
支
援
が
非
常
に
困
難
と

な
っ
て
お
り
、
同
じ
く
半

島
の
当
県
で
も
同
じ
状
況

に
な
る
だ
ろ
う
。
今
回
気

づ
か
さ
れ
た
点
も
多
い
が
、

ま
ず
は
事
前
に
用
意
で
き

る
も
の
は
事
前
に
用
意
を

し
て
備
え
る
と
い
う
基
本

的
な
考
え
方
に
変
わ
り
は

な
い
。具

体
例
を
あ
げ

問
題
提
起
し
た
い

再
質
問

「
自
分
た
ち
で
何

と
か
」と
い
う
視
点

で
い
く
つ
か
具
体
例

を
挙
げ
た
い
。
（
右

枠
内
）

町
長　

①
避
難
所
は
、
統
合

後
の
高
城
中
学
校
跡
地
は

候
補
に
な
る
。
跡
地
を
ど

う
扱
う
か
と
も
考
え
合
わ

せ
て
い
き
た
い
。

②
備
蓄
は
、
３
日
目
ま
で

は
住
民
、
市
町
村
及
び
県

の
備
蓄
物
資
で
対
応
し
、

そ
れ
以
降
は
国
か
ら
供
給

さ
れ
る
。
県
は
計
画
見
直

し
も
考
え
て
お
り
こ
れ
に

準
じ
た
い
。
町
で
は
各
地

の
自
主
防
災
組
織
で
備
蓄

を
お
願
い
し
、
倉
庫
や
物

品
へ
の
予
算
化
を
し
て
い

き
た
い
。

③
ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
こ
ど
も

園
駐
車
場
と
し
て
い
る
が
、

こ
こ
に
避
難
す
る
人
も
想

定
さ
れ
る
の
で
別
の
場
所

を
探
す
必
要
が
あ
る
。

④
水
の
循
環
シ
ス
テ
ム
は

非
常
に
い
い
と
感
じ
て
お

り
、
検
討
し
た
い
。

⑤
遺
体
安
置
所
の
場
所

は
検
討
中
。
が
れ
き
処

理
は
、
被
災
状
況
や
分

別
、
焼
却
等
で
近
隣
市

町
村
と
連
携
を
図
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

み
な
べ
町
と
し
て
の

自
助
を

再
々
質
問

過
去
の
震
災
か
ら
、
助

か
っ
た
人
の
７
割
が
「
自

助
」
、
２
割
が
「
共
助
」
、

１
割
が
「
公
助
」
だ
と
さ

れ
、
自
助
の
大
事
さ
が
言

わ
れ
て
き
た
。
自
助
・
共

助
・
公
助
は
、
町
・
県
・

国
に
当
て
は
ま
る
。
「
自

分
た
ち
で
何
と
か
」
の
た

め
に
も
み
な
べ
町
と
し
て

の
自
助
が
大
き
な
力
と
な

る
。
そ
の
あ
た
り
の
理
念

あ
る
い
は
覚
悟
を
聞
き
た

い
。

町
長

南
海
ト
ラ
フ
の
震
災
が
起

る
と
、
西
日
本
の
太
平
洋

側
の
市
町
村
す
べ
て
が
被

災
し
、
国
や
県
か
ら
の
助

け
は
な
か
な
か
来
な
い
だ

ろ
う
。
そ
れ
ま
で
の
間
は
、

町
と
し
て
持
ち
こ
た
え
ら

れ
れ
ば
と
考
え
る
。
言
わ

れ
た
と
お
り
ま
さ
し
く
み

な
べ
町
自
身
が
自
助
と
し

て
役
立
っ
て
い
け
る
よ
う

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
。

﹁
能
登
﹂か
ら
防
災
の

基
本
方
針
に
変
更
は

な
い
の
か

孤立化想定 防災課題

①家に戻れない人の二次避難所が計画
にも示されていないが

②小山田倉庫の当面の備蓄計画は十分
か。町内各地に備蓄庫を。

③小山田拠点は高速道路との直結やヘ
リポート設置が必要では。

④飲み水よりも洗面、風呂、トイレなど生
活用水の不足が深刻な問題だが。

⑤遺体安置所の場所決めが難しいが。が
れきや災害ゴミの撤去、搬出は。

能登半島地震 避難所 北國放送記事より

みなべ町議会だよりP11



一般質問

ペット
質問 ペット火葬や埋葬についての今後、町としての考えは
答弁 町としての火葬、納骨施設は考えていない

民間でお願いしたいと考えている

宮
みや

﨑
ざき

繁
しげ

幸
ゆき

 議員

質
問み

な
べ
町
に
ペ
ッ
ト
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
個

体
数
は
約
１
０
０
０
体
と

聞
い
て
い
る
。
愛
玩
者
と

言
わ
れ
る
方
々
の
関
わ
り

方
は
様
々
で
あ
る
が
、
そ

の
ペ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
犬

や
猫
の
亡
く
な
っ
た
後
の

火
葬
や
埋
葬
施
設
は
現
在

み
な
べ
町
に
は
、
作
ら
れ

て
い
な
い
。
近
隣
で
は
、

串
本
に
火
葬
場
、
埋
葬
に

つ
い
て
は
印
南
の
寺
で
行

わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
田
辺
市
に
お
い
て
は

火
葬
、
埋
葬
施
設
が
あ
る

が
利
用
で
き
る
の
は
田
辺

市
民
だ
け
。
一
般
業
者
の

移
動
式
火
葬
車
も
聞
か
せ

て
頂
い
た
が
、
こ
の
問
題

に
つ
い
て
町
長
は
ど
う

い
っ
た
方
向
性
で
考
え
て

い
る
の
か
聞
い
て
み
た
い
。

町
長今

後
の
方
向
性
で
あ
る

が
ペッ
ト
の
火
葬
問
題
は
民

間
で
と
考
え
て
い
る
。み
な

べ
町
と
し
て
の
火
葬
、納
骨

広
域
一
般
廃

棄
物
処
理
に

つ
い
て
も
協

議
中
で
あ
り
、

動
物
火
葬
問

題
つ
い
て
は

民
業
圧
迫
に

な
ら
な
い
程

度
に
残
し
て

い
く
と
の
意

見
も
あ
る
。

た
だ
、
市
の

方
の
火
葬
運

用
状
況
は
1

体
の
処
理
に
4
～
5
時
間
、

稼
働
で
き
る
の
は
ゴ
ミ
処

理
機
本
体
の
焼
却
炉
が
動

い
て
い
る
時
だ
け
で
あ
る

こ
と
か
ら
市
民
の
方
に
も

待
っ
て
頂
い
て
い
る
状
況
。

今
後
、
田
辺
市
の
ペ
ッ
ト

火
葬
の
状
況
を
注
視
し
な

が
ら
何
ら
か
の
良
い
方
向

性
を
考
え
て
い
き
た
い
。

再
質
問

担
当
課
、
町
長
の
答
弁

も
理
解
は
し
て
い
る
。
ま

た
、
田
辺
市
の
説
明
の
中

で
火
葬
は
一
日
3
体
が
限

施
設
は
考
え
て
い
な
い
。田

辺
市
に
現
状
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、他
の
市
町
村
か
ら
の

受
け
入
れ
は
難
し
い
と
聞

い
て
い
る
。

生
活
環
境
課
長

日
高
郡
圏
域
と
西
牟
婁

郡
圏
域
の
自
治
体
で
、
田

辺
市
を
除
く
１０
市
町
は
す

べ
て
民
間
委
託
と
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
廃
棄
物
処
理

に
つ
い
て
は
広
域
的
ニ
ー

ズ
が
あ
る
中
で
こ
の
こ
と

を
進
め
る
動
き
は
あ
る
が
、

度
。
現
状
、
他
の
市
町
か

ら
の
受
け
入
れ
は
難
し
い

と
の
説
明
も
理
解
を
し
て

い
る
が
、
あ
え
て
再
質
問

と
し
て
聞
い
て
み
た
い
。

3
月
議
会
の
予
算
の
中

に
動
物
の
死
骸
を
冷
凍
す

る
冷
凍
庫
の
予
算
が
付
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
冷
凍

庫
を
利
用
す
る
事
で
田
辺

市
の
火
葬
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
整
を
す
る
こ
と
を
お
願

い
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

山
や
海
岸
に
埋
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

広
域
で
抱
え
る
問
題
と
し

て
解
決
に
向
け
最
良
の
選

択
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長財

政
的
に
も
順
位
が

あ
る
が
、町
民
の
理
解
を

求
め
る
こ
と
が
先
決
。こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
広
域

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

再
々
質
問

広
域
問
題
と
し
て
認
識

を
し
て
頂
い
た
の
で
あ
れ

ば
、
我
々
が
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
ゴ
ミ

処
理
を
広
域
と
考
え
る
な

ら
ペ
ッ
ト
火
葬
も
契
約
の

中
に
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
。
解
決
案
と
し
て

火
葬
炉
を
あ
と
一
基
と
か

炉
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整

と
か
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
、

各
市
町
ト
ッ
プ
会
談
で
、

町
長
が
先
頭
を
切
っ
て
解

決
に
向
け
て
努
力
を
す
る

こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

町
長オ

プ
シ
ョ
ン
と
し
て
付

け
る
の
は
難
し
い
と
考
え

る
が
担
当
課
も
言
っ
た
よ

う
に
火
葬
施
設
に
つ
い
て

は
広
域
で
考
え
て
い
き
た

い
。
た
だ
、
ペ
ッ
ト
と
一

般
動
物
死
骸
を
分
け
る
部

分
と
い
う
の
は
今
後
の
課

題
と
考
え
る
。
霊
園
問
題

に
つ
い
て
も
政
教
分
離
と

い
う
観
点
か
ら
難
し
い
。

民
間
を
圧
迫
し
な
い
よ
う

な
形
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。
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一般質問

下
しも

村
むら

　 勤
つとむ

 議員
質問 町づくりの取り組みと次期町長選挙について
答弁 安心して暮らせるまちづくりに取り組んできました

皆様の声に応えるため出馬の意向を固めました

選　挙

合
併
以
降
地
域
の
発
展

と
福
祉
活
動
の
振
興
を
図

る
目
的
で
、
自
治
会
活
動

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

昨
今
、
原
材
料
費
等
の

上
昇
が
物
や
サ
ー
ビ
ス
に

も
上
乗
せ
さ
れ
、
物
価
が

高
騰
し
て
い
ま
す
。

算
定
基
準
を
若
干
見
直

し
て
、
補
助
金
を
支
払
っ

て
い
ま
す
が
、
令
和
７
年

度
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

各
自
治
会
が
活
発
に
活
動

さ
れ
住
民
福
祉
に
寄
与
さ

れ
る
よ
う
、
町
と
し
て
も

応
分
の
負
担
を
考
え
算
定

基
準
を
見
直
し
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

町
か
ら
の
補
助
金
の
さ

ら
な
る
検
討
を
お
願
い
し

ま
す
。

町
長平

成
16
年
10
月
の
住
民

基
本
台
帳
の
登
録
人
口
は
、

１
万
4
9
3
9
人
、世
帯

数
は
4
5
1
7
世
帯
で
し

た
。合
併
か
ら
20
年
を
迎

え
、約
3
3
0
0
人
減
少

し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、各
自
治
会
は
、

区
費
を
納
め
て
頂
け
る
世

帯
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
様
々
な
事
情
に
よ
り

区
費
の
回
収
に
ご
苦
労
を

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

聞
い
て
い
ま
す
。

質
問小

谷
町
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
旧
村
当
時
、職
員

と
し
て
務
め
ら
れ
、平
成

14
・
15
年
と
町
村
合
併
協

議
会
事
務
局
長
と
し
て
、

合
併
後
は
副
町
長
を
歴
任
、

平
成
20
年
、山
田
町
長
の

後
を
継
い
で
町
長
と
し
て

当
選
さ
れ
、四
期
を
終
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

就
任
し
て
こ
れ
ま
で
大

き
な
災
害
や
不
祥
事
も
な

く
、町
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
こ
と

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
自
身
の
成
果

は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、残

り
の
任
期
で
で
き
な
い
こ

と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま

す
。そ

の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

次
期
町
長
選
挙
に
つ
い
て
の

お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長四

期
16
年
間
、
自
身
の

行
財
政
運
営
に
つ
い
て
は

「
第
2
次
長
期
総
合
計

画
」
に
沿
い
な
が
ら
順
調

に
進
ん
で
き
ま
し
た
。

産
業
振
興
や
災
害
対
策
、

特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
、

学
校
統
合
事
業
な
ど
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
民
の
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り

な
が
ら
職
員
と
と
も
に
町

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
防
災
対
策
や
一

次
産
業
の
活
性
化
な
ど
、

早
急
に
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
課
題
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
発
展
の
た
め
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
舵
取
り

を
す
す
め
て
ほ
し
い
と
い

う
声
を
い
た
だ
い
て
お
り

熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
た
結

果
、
皆
様
に
お
応
え
す
る

こ
と
が
私
の
使
命
と
考
え
、

出
馬
の
意
向
を
固
め
ま
し

た
。
次
の
世
代
に
よ
り
良

自治振興
質
問

自
治
振
興
補
助
金
の
増
額
を

答
弁

応
分
の
負
担
を
考
え
算
定
基
準
を
見
直
し
、検
討
し

て
い
き
ま
す
。

い
形
で
引
き
継
げ
る
よ
う
、

精
い
っ
ぱ
い
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問こ

の
補
助
金
は
、
令
和

５
年
度
に
改
正
さ
れ
、
各

自
治
区
で
は
非
常
に
あ
り

が
た
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移

行
さ
れ
区
の
行
事
も
コ
ロ

ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
区
に
よ
っ
て

は
人
口
減
少
に
伴
い
、
世

帯
数
の
減
少
と
高
齢
化
に

よ
る
区
費
の
減
少
で
財
政

的
に
非
常
に
厳
し
い
区
が

多
く
あ
り
ま
す
。

物
価
の
高
騰
も
あ
り
、

区
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て

は
今
は
と
て
も
で
き
な
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「自治振興補助金」区の運営に対して
町から一定の金額を補助している
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一般質問

防　災
質問 能登半島地震を受けて防災への備えと再点検が必要では
答弁 防災計画の再検討は必要！

災害への備えはスピード感を持って各種対策を実施

出
で

口
ぐ ち

晴
は る

夫
お

 議員

質
問能

登
半
島
地
震
は
、
最

大
震
度
７
を
記
録
し
、

我
々
の
予
想
を
は
る
か
に

上
回
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
特
に
、
同
じ
半
島

地
域
で
発
生
し
た
こ
と
も

あ
り
、
今
後
の
防
災
対
策

を
考
え
る
上
で
、
多
く
の

課
題
や
問
題
点
が
見
え
て

き
ま
し
た
。

将
来
の
「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
」
発
生
を
考
え
た
時
、

被
害
規
模
や
範
囲
は
、
能

登
半
島
地
震
を
は
る
か
に

上
回
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

こ
れ
ま
で
決
定
し
た
防

災
対
策
や
地
域
防
災
計
画

で
十
分
な
の
か
非
常
に
心

配
さ
れ
ま
す
。

町
長ど

れ
だ
け
良
い
対
策
や

計
画
を
作
り
ま
し
て
も
、

こ
れ
で
完
璧
、
と
い
う
も

枠
の
通
り
で
す
。

再
質
問

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
本
当
に
、
多
く
の

方
が
関
心
を
持
っ
て
、
無

料
診
断
に
殺
到
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

予
算
規
模
や
早
期
対
応

の
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
今

後
も
検
証
と
訓
練
を
繰
り

返
し
実
施
し
、
事
前
に
用

意
で
き
る
も
の
は
事
前
に

用
意
し
て
備
え
る
、
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
に

沿
っ
て
防
災
対
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
主
な
質
問
と
答
弁
は
別

を
考
え
れ
ば
、
住
宅
の
部

分
耐
震
改
修
の
考
え
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

町
長寝

室
だ
け
を
補
強
し
て

お
く
と
い
う
方
法
も
聞
い

て
は
い
ま
す
が
、
果
た
し

て
、
そ
れ
が
今
の
補
助
制

度
に
合
う
の
か
、
単
独
で

や
れ
ば
問
題
な
い
が
、
補

助
金
を
使
う
と
な
る
と
補

助
要
綱
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
の
部
分
を
考
慮
し

な
が
ら
、
で
き
る
方
向
で

検
討
を
し
て
行
き
た
い
。

各質問項目に対する町長答弁の概要
〇集落等の孤立対策
Ⓠ高速道路に緊急車両の乗り降りゲートの増設（東岩代、山内地区）

ＮＥＸＣＯ西日本・和歌山工事事務所から検討するとの回答を頂いている。
Ⓠ大型ドローンを活用した支援物資の搬入

県内の自治体で検証実験しているところがあるが、当町では今のところ検討していない。
Ⓠ避難所への衛星電話の配置

検討して、必要なところに配置したい。

〇「がれき処理」、仮設住宅建設用地の準備対策
Ⓠ防災協力農地の登録制度の創設と取り組み開始。

今後、検討を加えてまいりたい。
ごみ焼却については田辺周辺広域市町村圏組合の防災部会で提案をしている。

〇避難施設の安全確認や避難所の増設
耐震性の確認が終了し、二次避難所・福祉避難所については、4か所の確保となっている。

〇住宅の耐震、地盤の液状化調査の実施と耐震改修対策
Ⓠ耐震改修への補助金アップや予算増額

精度と重要性を重視、積極的な広報と戸別訪問も実施をしたい。
Ⓠより精度の高い液状化マップを作成（国・県の補助事業活用）

県全体の液状化予測図しかなく、みなべ町の液状化ハザードマップ作成に向けて検討したい。

〇各地域での防災力向上とコミュニティの強化
消防団への多様な人材確保等、防災訓練の強化を消防団とともに進めたい。
自主防災組織のさらなる実効性確保については、自主防災会で各地区に専任委員の選出と
複数年の担当を要請している。現在、34地区中、専任制が14地区となっている。
コミュニティの確保は、避難所の開設後は地区別を基本に行い運営や地区の復興を進めたい。

〇備蓄品の充実と準備の加速
小山田の備蓄倉庫の備蓄品確保は、スピード感を持って進めたい。
情報収集用ドローンの確保については、現在２台あるが、追加配置も検討したい。
災害現場で素泊まりできるテントの準備についても消防団と検討したい。
各住民向けの防災備蓄品は、非常に多岐にわたるため、各地区の自主防災会を中心として、
町民の皆様とともに考えていきたい。自主防災会には、防災の備蓄品、資機材の補助金制度が
あるので、積極的な利用をお願いしたい。

ペロブスカイト太陽電 ロケットストーブ携帯用小型浄水器ポリグル浄水剤

提案したい
備蓄品

南
海
ト
ラ
フ
の
被
害
は

能
登
半
島
地
震
を
は

る
か
に
上
回
る
と
予
想
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一般質問

山
や ま

本
も と

秀
しゅう

平
へ い

 議員

質問 巨大地震で犠牲者を出さない取り組みを
答弁 耐震化の重要性、携帯トイレ等の広報を進める

防　災

か
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
能
登
町
の
支
援
に

行
っ
た
際
に
感
じ
た
こ
と

は
、
職
員
さ
ん
の
疲
れ
が

相
当
溜
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
職
員
さ
ん
も

被
災
者
で
す
。
仮
設
住
宅

の
早
期
建
設
と
自
助
共
助

の
精
神
を
高
め
る
た
め
に

も
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
に
加
え
て
、
地
区
防

災
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

も
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

町
長仮

設
住
宅
に
つ
い
て
は

必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
国
民
宿
舎
や
旧
南
部

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
を
ど
の

よ
う
に
利
用
す
る
の
か
検

討
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
自
助
共
助
の
精

神
に
つ
い
て
は
、
町
で
防

災
計
画
を
つ
く
り
、
そ
れ

を
い
か
に
町
民
に
説
明
し

て
い
く
か
が
大
事
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

週
間
で
配
置
計
画
を
確
認
、

県
で
工
事
発
注
し
、
着
工

か
ら
完
成
ま
で
は
、
３
、

４
週
間
程
度
と
想
定
す
る

と
、
早
く
て
約
１
か
月
過

ぎ
て
の
入
居
と
な
り
ま
す
。

再
質
問

能
登
半
島
地
震
の
状
況

を
見
ま
す
と
、
仮
設
住
宅

の
建
設
ま
で
半
年
以
上
か

質
問地

震
災
害
に
よ
る
犠
牲

者
に
は
、
揺
れ
や
津
波
に

よ
る
直
接
死
と
災
害
関
連

死
の
２
つ
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

①
直
接
死
へ
の
備
え
を

み
な
べ
町
は
建
物
の
全

壊
率
が
県
内
で
２
番
目
に

高
い
32
%
と
な
っ
て
い
ま

す
。耐

震
化
率
は
65
%
と

な
っ
て
お
り
、
県
全
体
の

82
%
や
全
国
の
87
%
に
比

べ
て
も
低
い
状
態
で
す
。

建
物
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死

だ
け
で
な
く
、
避
難
経
路

へ
の
悪
影
響
も
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
耐
震
化
を

進
め
る
こ
と
は
重
要
だ
と

考
え
ま
す
。

今
後
耐
震
化
率
を
上
げ

て
い
く
た
め
の
考
え
は
。

②
災
害
関
連
死
の
備
え
を

避
難
所
環
境
の
整
備
や

仮
設
住
宅
の
早
期
建
設
が

重
要
で
す
。

特
に
、
ト
イ
レ
が
衛
生

的
で
な
い
と
感
染
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
や
、

ト
イ
レ
を
我
慢
す
る
た
め

に
水
分
や
食
事
の
摂
取
を

控
え
る
こ
と
で
、
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
の
可

能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
地

震
に
よ
る
断
水
や
下
水
管

の
破
損
が
想
定
さ
れ
る
中

で
の
ト
イ
レ
環
境
に
つ
い

て
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。ま

た
想
定
す
る
仮
設
住

宅
の
建
設
期
間
に
つ
い
て

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長耐

震
化
率
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
補
助
制
度
等
、

住
宅
耐
震
化
の
重
要
性
を

多
く
の
人
に
理
解
を
し
て

も
ら
う
た
め
に
広
報
活
動

を
し
、
令
和
元
年
度
ま
で

行
っ
て
い
た
戸
別
訪
問
を

行
っ
て
、
住
宅
の
耐
震
に

つ
い
て
説
明
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
環
境
で
す
が
、

携
帯
ト
イ
レ
の
使
い
方
、

そ
れ
か
ら
個
人
で
の
備
蓄

に
つ
い
て
、
自
主
防
災
会

を
中
心
に
広
報
を
し
て
い

き
ま
す
。

ま
ず
は
、
備
蓄
ト
イ
レ

の
使
い
方
の
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

応
急
仮
設
住
宅
の
建
設

期
間
の
想
定
は
、
発
災
当

日
か
ら
、
県
と
調
整
を
し

な
が
ら
、
1
週
間
で
必
要

戸
数
の
確
認
と
建
設
候
補

地
の
確
認
を
完
了
し
、
２

直接死と災害関連死
熊本地震 能登半島地震

死亡
241人

226人
94％

223人
82％

50人
18％

15人
6％

死亡
273人

直接死 災害関連死
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一般質問

防　災

質問 小学校体育館への空調設置を
答弁 基本的には、設置の方向で進めたい

池
い け

田
だ

 三
み

千
ち

留
る

 議員

質
問　昨

年
の
夏
は
平
均
気
温

が
１
８
９
８
年
の
統
計
開

始
い
ら
い
最
高
を
記
録
す

る
な
ど
、
学
校
体
育
館
へ

の
空
調
設
置
が
改
め
て
緊

急
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

頻
発
す
る
豪
雨
災
害
や
能

登
半
島
地
震
な
ど
、
学
校

体
育
館
は
災
害
時
の
指
定

避
難
所
と
し
て
活
用
さ
れ

る
こ
と
や
、
様
々
な
行
事

の
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ

る
こ
と
か
ら
も
空
調
設
置

が
急
が
れ
る
。

町
の
体
育
館
へ
の
空
調

設
置
状
況
な
ど
は
。

質
問　県

は
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
今
年
秋
か
ら
、
県

内
小
・
中
学
校
と
県
立
特

別
支
援
学
校
の
給
食
費
無

償
化
へ
の
取
り
組
み
を
提

案
し
た
。
提
案
内
容
の
詳

細
は
。

み
な
べ
町
と
し
て
、ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。今
後
、

実
施
の
方
向
で
進
め
る
に

は
何
が
課
題
と
な
る
の
か
。

町
長無

償
化
に
は
恒
久
的
な

多
額
の
財
源
確
保
が
必
要
。

将
来
的
な
各
事
業
な
ど
を

長
期
的
に
見
据
え
た
う
え

で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
現
時

国
か
ら
の
財
政
支
援
を

利
用
し
て
小
学
校
体
育
館

へ
の
空
調
設
置
を
求
め
る
。

町
長み

な
べ
町
の
小
中
学
校

体
育
館
の
空
調
設
置
状
況

は
、
令
和
３
年
度
に
、
公

共
施
設
等
適
正
管
理
推
進

事
業
債
及
び
緊
急
防
災
減

災
事
業
債
を
有
効
活
用
し

て
、
町
内
３
中
学
校
の
体

育
館
に
設
置
済
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

学
校
の
体
育
館
に
空
調

設
備
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

児
童
生
徒
の
熱
中
症
対
策

と
し
て
、た
い
へ
ん
重

要
で
す
。災
害
時
に
、

地
域
住
民
の
避
難
所

と
し
て
の
利
用
も
想

定
さ
れ
る
た
め
に
、防

災
機
能
強
化
の
観
点

か
ら
も
、た
い
へ
ん
望

ま
し
い
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

空
調
設
備
の
設
置
に

は
、多
額
の
費
用
が

必
要
に
な
る
こ
と
か

ら
、補
助
事
業
や
有

点
で
は
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
慎
重
に

検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

食
材
費
等
の
上
昇
が
継

続
す
る
中
、給
食
セ
ン
タ
ー

で
は
予
算
内
で
メ
ニュ
ー
を

工
夫
し
、質
を
維
持
し
な

が
ら
提
供
し
て
い
る
状
況

で
す
。無
償
化
は
子
育
て

支
援
の一
環
に
は
な
る
と
思

い
ま
す
が
、食
材
費
な
ど

は
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
保

護
者
負
担
を
原
則
と
し
て

継
続
し
、現
時
点
で
は
、給

食
費
の
完
全
無
償
化
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
が
、今
後
も

県
及
び
国
の
動
向
、情
報

及
び
状
況
を
注
視
し
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

教
育
学
習
課
長

町
は
第
３
子
以
降
の
多

子
世
帯
へ
の
給
食
費
補
助

や
支
払
い
困
難
な
ご
家
庭

へ
の
就
学
支
援
援
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
の
要

綱
等
制
度
設
計
の
詳
細
が

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
長令

和
５
年
度
で
現
状
把

握
を
行
い
、
令
和
６
年
度

で
改
善
計
画
を
進
め
て
、

令
和
７
年
度
よ
り
新
し
く

で
き
る
見
通
し
で
す
。

総
務
課
長

商
業
施
設
へ
の
乗
り
入

れ
の
案
や
、
電
車
や
バ
ス

へ
の
乗
り
継
ぎ
の
見
直
し

な
ど
で
て
い
ま
す
。
家
の

近
く
ま
で
と
い
う
要
望
は

ほ
と
ん
ど
無
理
か
と
。

給　食
質
問

県
が
提
案
し
た
給
食
費
無
償
化
を
受
け
て
町
も
実
施
を

答
弁

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

公共交通
質
問

コ
ミ
バ
ス
の
改
善
対
策

の
進
行
状
況
と

こ
れ
か
ら
の
計
画
は

利
な
事
業
債
等
、活
用
可

能
な
財
源
措
置
を
精
査
し

な
が
ら
、前
向
き
に
検
討
し

て
基
本
的
に
は
、設
置
の
方

向
で
進
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
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一般質問

し
て
使
え
ば
、事
故
の
減
少

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
、

現
場
を
踏
査
し
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
々
質
問

松
原
添
線
を
６
ⅿ
ぐ
ら

い
に
広
げ
て
、
埴
田
線
を

Ｌ
字
に
曲
が
っ
て
、
旧
南

部
川
村
へ
行
く
方
に
つ
い

て
は
こ
の
道
を
通
っ
て
く

だ
さ
い
。
国
道
方
面
へ
出

る
方
は
今
ま
で
の
道
を

通
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
ん

な
方
法
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
が
。

町
長道

路
の
拡
張
に
つ
い
て

は
、
埴
田
堺
線
の
交
通
量

調
査
を
国
道
事
務
所
で

行
っ
て
い
た
だ
き
、
ど
れ

く
ら
い
の
台
数
が
通
ら
れ

る
の
か
を
把
握
し
た
上
で

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
件
で
も

交
通
事
故
を
減
ら
す
よ
う

に
努
力
い
た
し
ま
す
。

質
問２

月
13
日
の
夕
方
、
町

道
埴
田
堺
線
と
県
道
中
芳

養
南
部
線
の
合
流
地
点
で

交
通
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

埴
田
堺
線
が
で
き
て
数

十
年
間
、
埴
田
堺
線
か
ら

は
右
折
可
能
、
県
道
か
ら

は
左
折
可
能
だ
っ
た
と
こ

ろ
が
、
10
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
で
し
ょ
う
か
、
双
方
か

ら
右
左
折
禁
止
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
当
時
は
警
察
も
取

り
締
ま
り
を
頻
繁
に
し
て

い
た
た
め
、
事
故
等
も
少

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
た
だ
時
間
の
経
過
と

と
も
に
ド
ラ
イ
バ
ー
も
注

意
を
怠
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
、
右
左
折
す
る
車
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
数

年
前
に
は
右
左
折
し
に
く

い
よ
う
に
県
道
の
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
に
ポ
ー
ル
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
あ
ま
り
効
果
が

あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

県
道
と
埴
田
堺
線
の
接

続
部
分
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
こ
の
道
路

の
取
り
付
け
の
不
具
合
に

つ
い
て
町
長
は
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

町
長県

道
と
町
道
の
接
続
部

分
の
事
故
件
数
は
、過
去

５
年
間
で
一
件
で
す
。警
察

の
取
り
締
ま
り
強
化
、セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
へ
の
ポ
ー
ル
の

設
置
及
び
路
面
表
示
に
よ

り
、効
果
が
出
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。接
続
部
分
に

対
し
て
の
不
具
合
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。ま

ず
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
た
だ
く
の
が一番
で
す
が
、

守
っ
て
い
た
だ
け
な
い
の
で

あ
れ
ば
、道
路
を
改
良
す

谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

 議員

質問 町道埴田堺線（農免道路）と県道中芳養
南部線の合流地点の不具合の解消を

答弁 交通事故を減らすように努めます

交通安全

る
以
外
な
い
の
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

再
質
問

埴
田
堺
線
か
ら
県
道
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て

は
、
松
原
添
線
か
ら
埴
田

線
へ
４
ⅿ
で
入
っ
て
５
ⅿ

で
県
道
へ
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
道
を
バ
イ
パ

ス
道
路
と
し
て
使
う
の
で

あ
れ
ば
、
生
活
道
路
と
し

て
で
は
な
く
、
都
市
計
画

の
よ
う
な
大
き
な
計
画
の

中
で
、
安
全
通
行
の
た
め

の
道
路
改
良
と
し
て
考
え

て
頂
き
た
い
。
一
般
道
と

し
て
使
う
の
で
あ
れ
ば
、

町
が
主
導
し
て
区
が
協
力

を
す
る
、
そ
う
い
う
考
え

で
あ
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長松

原
添
線
、埴
田
線
に

固
執
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、新
し
い
道

を
作
る
の
は
非
常
に
問
題

が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

生
活
道
路
と
し
て
使
っ
て
い

る
松
原
添
線
を
う
回
路
と

県道と埴田堺線の合流地点
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一般質問

質
問大

規
模
な
被
災
地
で
の

ト
イ
レ
問
題
は
深
刻
で
す
。

不
衛
生
な
環
境
で
集
団

感
染
や
脱
水
症
状
、エ
コ
ノ

ミ
ー
症
候
群
等
に
よ
る
震

災
関
連
死
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
で
、そ
の
ト
イ
レ
問
題
を

解
決
す
る「
み
ん
な
元
気

に
な
る
ト
イ
レ
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
躍
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。
全
国
20
の

自
治
体
が
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
を
保
有
し
て
お
り
、１

減
災
・
防
災
事
業
費
」を
充

当
す
る
こ
と
が
で
き
、７
割

が
交
付
税
措
置
さ
れ
ま
す
。

３
割
を
ふ
る
さ
と
納
税
型

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
賄
え
ば
、町
の
負
担
な

し
に
導
入
で
き
ま
す
。

み
な
べ
町
も
こ
の
素
晴

ら
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
ま
し
ょ
う
。

町
長災

害
時
の
ト
イ
レ
対
策

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

防
災
広
場
へ
40
基
の
ト
イ

レ
建
設
や
各
避
難
所
へ
も

想
定
人
数
分
の
簡
易
ト
イ

レ
や
携
帯
ト
イ
レ
を
備
蓄

し
て
い
き
ま
す
。

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
に
つ

い
て
は
、能
登
町
へ
派
遣
し

た
職
員
か
ら
、水
洗
洋
式

月
16
日
に
は
16
台
が
能
登

半
島
に
集
結
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

自
治
体
が
移
動
式
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
を
常
備
し
て

お
り
、大
規
模
災
害
時
に
、

被
災
地
に
迅
速
に
集
結

し
、ト
イ
レ
問
題
を
支
援

し
よ
う
と
い
う
取
組
み
で

す
。平
時
に
は
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
会
場
の
ト
イ
レ
と
し

て
活
用
で
き
ま
す
。

こ
の
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
の
購
入
費
用
は
約

２
５
０
０
万
で
す
。「
緊
急

ト
イ
レ
が
４
基
あ
り
、広
く

清
潔
で
、夜
も
明
る
く
防

犯
面
も
考
慮
さ
れ
て
お
り
、

安
心
し
て
使
用
で
き
る
ト

イ
レ
だ
と
の
報
告
を
受
け

て
い
ま
す
。

助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
の
代

表
者
と
も
面
会
し
、担
当

者
レ
ベル
で
も
購
入
に
向
け

て
検
討
し
て
い
ま
す
。
購

入
費
用
約
２
５
０
０
万
円

の
７
割
は
緊
急
防
災
減
災

事
業
債
を
充
当
し
、３
割

は
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
寄

付
を
募
り
、充
当
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

た
だ
、小
回
り
、け
ん
引

免
許
を
勘
案
す
る
と
自
走

式
移
動
ト
イ
レ
が
良
い
の

か
、ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
か
、

検
討
中
で
す
。

早
急
に
導
入
す
べ
く
、次

回
に
で
も
予
算
計
上
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

防　災

質問 災害に備える移動式トイレの導入を
答弁 早急に導入したい、次回に予算計上できれば

真
し ん

造
ぞ う

賢
け ん

二
じ

 議員

施 設
質
問 

老
朽
化
が
進
む
国
民
宿
舎
の
将
来
は

答
弁 

最
後
の
一つ
に
な
っ
て
も
維
持
し
た
い

質
問国

民
宿
舎
紀
州
路
み

な
べ
の
本
館
は
築
53
年
経

過
し
、近
い
将
来
、使
用
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
る
は
ず

で
す
。「
み
な
べ
町
個
別
施

設
計
画
」で
は
、建
替
え
に

21
億
円
、大
規
模
改
修
に

12
億
円
掛
か
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、憩
い
の
場
と
し
て

愛
さ
れ
、働
く
場
、観
光
拠

点
、避
難
所
と
し
て
大
切

な
施
設
で
す
。

国
民
宿
舎
の
将
来
に
つ

い
て
の
ご
所
見
を
。

町
長町

に
と
っ
て
大
事
な
施

設
、少
し
で
も
長
く
維
持

で
き
る
よ
う
小
規
模
な
改

修
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

停
電
時
の
避
難
に
備
え
、

自
家
発
電
や
太
陽
光
発
電

の
設
置
を
考
え
て
い
ま
す
。

全
国
の
国
民
宿
舎
が
減
少

す
る
な
か
、最
後
の
一つ
に

な
っ
て
も
頑
張
り
た
い
と
の

思
い
で
す
。

七尾市に設置されたトイレトレーラー
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ら
の
木
材
は
買
い
取
っ
て
も
ら

え
る
た
め
、
林
業
関
係
者
か
ら

も
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で
の
間

伐
材
の
使
用
に
よ
り
、
適
正
な

森
林
管
理
の
促
進
が
期
待
で
き

ま
す
。

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

６
月
に
和
歌
山
県
内
初
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
と
な
る
Ｄ

Ｓ
グ
リ
ー
ン
発
電
和
歌
山
合
同

会
社
紀
南
発
電
所
が
運
転
を
開

始
し
ま
し
た
。

発
電
出
力
６
，８
０
０
kw
、
年

間
送
電
量
４
，８
０
０
万
kwh
。

一
般
家
庭
1.3
万
世
帯
分
に
相
当

し
、
上
富
田
町
、
白
浜
町
、
田

辺
市
の
一
部
を
ま
か
な
え
る
電

力
量
と
の
こ
と
で
し
た
。

西
牟
婁
森
林
組
合
田
辺
木
材

共
売
所
に
隣
接
し
、
敷
地
、
送

電
設
備
、
木
材
供
給
等
の
立
地

条
件
が
整
い
、
約
50
億
円
か
け

て
建
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
現

状
で
も
広
い
敷
地
で
あ
り
ま
す

が
、
さ
ら
に
隣
地
に
新
し
く
造

成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
を

見
て
事
業
の
順
調
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

燃
料
に
使
わ
れ
る
間
伐
材
な

ど
の
未
使
用
材
や
一
般
材
な
ど

年
間
７
万
６
，０
０
０
ト
ン
を

消
費
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
１
日
に
換
算
す

る
と
２
０
０
ｔ
の
量

の
木
材
が
消
費
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
視

察
し
た
町
有
林
上
木

台
で
伐
採
し
た
８
ha

の
木
材
が
１
，８
９

１
㎥
、
重
量
に
し
て

１
，０
０
０
ｔ
。
こ

れ
が
５
日
間
で
消
費

す
る
こ
と
を
考
え
る

と
す
ご
い
量
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

山
林
関
係
者
の
話

で
は
、
紀
南
地
域
は

伐
期
を
む
か
え
た
山
林
が
多
く

あ
り
、
そ
れ
を
見
据
え
て
の
こ

と
で
は
な
い
か
と
の
話
を
聞
き

ま
し
た
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
で

は
、
こ
れ
ま
で
林
内
に
残
し
て

き
た
間
伐
材
や
細
い
枝
な
ど
の

低
質
材
を
燃
料
に
使
い
、
そ
れ

２月９日に上富田町生馬にある木質バイオマス発電所を視察しました。

産業建設常任委員会 
委員会レポート

Ｄ
Ｓ
グ
リ
ー
ン
発
電
和
歌
山
合
同
会
社
紀
南
発
電
所

写真提供：グリーンサーマル和歌山株式会社様

チップをボイラーに送る

蒸気でタービンを回す発電

木材や枝葉などチップに粉砕

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

観
点
か
ら

木
材
を
燃
焼
す
る
こ
と
で

二
酸
化
炭
素
を
大
気
中
に
放

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
二
酸
化
炭
素
は
木
の
成

長
過
程
で
光
合
成
に
よ
り
吸

収
さ
れ
る
の
で
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
は
増
加
し
て
い
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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議
会
の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い

５
月
議
会

５
月
16
日（
木
）午
前
９
時
～

次
回
の
開
会
予
定
は
次
の
通
り
で
す

梅をPRするラッピングデザインを施した
ロンドンバスを東京都内で運行します。期
間は5月31日～6月30日のうち25日間の予
定です。

走るだけで抜群の広告効果を期待でき、乗
客や通行人によるSNSでの発信も期待できま
す。みんなで注目しましょう。みなべ町合併20周
年を記念した企画です。

一日３便の運 行で、「 銀 座 」を発 着、東 京タ
ワー、渋谷スクランブル交差点、表参道など東京
の名所を巡る観光ツアー（アフタヌーンティーバス
ツアー）の協賛として、バスにみなべ町の梅をPR
するラッピングデザインを施します。

乗客の皆さまへの梅干しや梅関連商品の提供、プレゼントも行うとのことです。
また、発着地の「観音山フルーツパーラー」内にPRブースを開設する予定です。

『梅をPRするラッピングバス』を東京都内で運行します！

町 内 あ れ こ れ

昨年、県が協賛して運行した同企画のラッピングバス

ラッピングデザイン範囲

あ

と

が

き

３
月
議
会
に
お
い
て
令
和
６
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
、

４
月
か
ら
新
た
な
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
度
、
子
ど
も
に
関
す
る
業
務
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

し
た
「
子
育
て
推
進
課
」
、
企
画
・
政
策
立
案
の
専
門
的

部
署
で
も
あ
る
「
政
策
推
進
課
」
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

「
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
」
に
始
ま
り
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
一
層
推
し
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
「
母
子

モ
」
が
導
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

新
た
な
取
組
や
予
算
を
今
月
の
「
議
会
だ
よ
り
」
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
一
読
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

私
た
ち
議
員
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
に
寄
り
添
い
な

が
ら
、「
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
い
き
ま

す
。
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　

細
川
安
弘


